















































































































































































二人 (*4) の優秀な青年学者を同して出て参ったのであります。 
 現在の天文学を技術の学から思想の学に向上発展せしむることが今後における私の
使命であることを覚え、年頭に当り大いに勇躍している次第であります。 
*1 1956年10月19 日 
*2 （1887-1974） 
*3 12月24日 
*4 京都大学宇宙物理天文学教室 古川麒一郎氏、 
  東亜天文学会計算課長 長谷川一郎氏 
※参照：山本一清「天文と思想」､「天界」第1巻 第382号､1957年 
1957年「あなない」誌 第八巻第二号  
 
中央天文台地鎮祭での山本台長の挨拶 1957年3月18日 















































11月 9日 山本一清博士夫妻、三五教に来訪、夜、博士の講演会 




 1月 2日 開祖「宗教と天文は一体であると」発表 
 1月 5日 世界宗教研究所と天文暦算局の発会式 
   記念講演：山本一清博士と東京大学中村元博士 
 1月11日 天文台建設会議 
   開祖他、山本夫妻、宮本正太郎、中村元 
 1月16日 開祖、人工衛星の打ち上げと天文台建設の講話 
 1月18日 開祖、天文台名を「中央天文台」として台長に山本一清博士を任命 
 1月21日 東亜天文学会計算課長、長谷川一郎氏、在勤 
 1月25日 暦算局にドイツのスタインハイル11cm屈折望遠鏡設置 
 2月25日 天文研究員の養成のために「天文講座」始まる 
   講師、山本台長、古川麒一郎、長谷川一郎、坂井義雄 
 3月18日 中央天文台建築のために沼津市香貫山山頂で地鎮祭 
   三五教関係者、高木沼津市長、市会議員、沼津警察署長ほか 
 4月10日 アレンド・ロラン彗星の観測始まる、坂井義雄先生他 
 5月21日 中央天文台、上棟祭 
 8月17日 山本天文台の46cmカルヴァー望遠鏡の輸送 
 9月10日 カルヴァー望遠鏡の据え付け完了 
 9月21日 中央天文台完成祭 祭主 山本一清台長 
 9月22-23日 沼津天文祭り（浅間神社から日枝神社の往復） 
10月 4日 ソ連、人工衛星「スプートニク」1号打ち上げ 
10月14日 中央天文台で人工衛星を観測 
10月30日 野尻抱影先生、山本台長と歓談し、講演する 
11月 3日 ソ連、人工衛星「スプートニク」2号（犬が搭乗）打ち上げ 
   中央天文台と西部天文台で観測 
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 1月 8日 中央天文台を月光天文台に改名する 
 1月 8日 西部天文台を九州天文台に改名する 
 3月19日 眉山天文台完成 徳島県徳島市 
   それ以前に四国三縄天文台完成 香川県池田町三縄 
 4月25日 奥州天文台完成 福島県二本松市 
 5月27日 第1回全国天文視察会議 
 9月 3日 第2回全国天文視察会議 
 9月14日 国治天文台完成 愛知県岡崎市 
11月12日 濃尾天文台完成 岐阜県多治見市 
11月 1日 月光天文台より、山本台長と長谷川一郎出台する 
   （長谷川一郎の証言及び中島英男の記録による） 
1959年  
   天文研究員養成のために、渡辺敏夫先生の天文講座始まる 
 1月16日 山本一清台長 逝去 
 2月21日 東北天文台完成 岩手県北上市 
   11月頃カルヴァー46cm反射望遠鏡の搬出 
1960年  
 9月30日 肥之国天文台完成 熊本県山鹿市 
1963年  
10月 1日 信濃天文台完成 長野県岡谷市 
1975年  




















 沼津市香貫山の月光天文台 1957年9月21日完成 




100 人の二連他 1km 以上の大行列 




木辺成麿、徳弘敦、熊谷明、 （10 月下旬）保積善太郎、 
原田三夫、岸田虎二、野尻抱影、金子功、他 
各天文台と望遠鏡 
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 九州天文台 
1957年11月25日完成 
ニコン20cm屈折 
三縄天文台1958年1月完成 
20cm反射（西村製） 
三鷹30cm反射 国治天文台1958年9月14日完成 
眉山天文台1958年3月19日完成 
ユニトロン16cm屈折 
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 協和光機20cmクイック式屈折 
濃尾天文台 
1958年11月12日完成 
肥之国天文台 
1960年9月30日完成 
ユニトロン16cm屈折 
京大宇宙物理教室所蔵山本資料より 
奥州天文台1958年4月25日完成 ユニトロン16cm屈折 
協和光機22cm屈折 
信濃天文台1963年10月1日完成 
東北天文台 
1959年2月21日完成 
協和光機21cm反射 
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 5.結び 
 中野與之助翁が進める天文事業に山本一清博士は、カルヴァー46㎝望遠鏡までも貸
与して、積み重ねた英知と経験をこの天文台に注ぎ込んだのである。月光天文台を辞
して僅か2ケ月余りで病死されるとは誰も思わなかったのです。 
 2年間の山本一清博士がご指導下さった「教育天文」即ち天文と私たちの生活は現
在も継続しているのであります。 
 
 
 
胸をはずませて、宇宙の神秘を観察 
山本博士の愛機カルヴァー46cm反射赤道義 
1957年（月光天文台） 
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